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【３月の主な教育活動予定】

義務教育を終えること
校 長 吉 坂 実

令和２年度も残り１カ月となりました。３年生は，１５の春を迎えようとしています。一人
一人がめざす道は異なりますが，３学期になり一人一人が自分の目標達成のために朝・ 昼休
み・放課後と机に向かう姿が見られるようになりました。今まで進路ついて悩み，受験へのス
トレスと向き合ってきたことと思います。私立高校受験は終わりましたが，３月９日（火）・
１０日（水）の公立高校入学者選抜終了まで，３４人で励まし合い，乗り切ってほしいです。
一人では困難なことも，気持ちをひとつにする仲間がいれば自然と立ち向かう力も湧いてくる
ものです。
受験は団体戦！受験が終わると，いよいよ卒業・旅立ち（１５の春）です。
「立つ鳥跡を濁さず」３年間の集大成を笑顔で晴れやかに迎えてください。
さて，令和３年度の学校経営は次のとおりです。

１ 学校教育目標
「主体的に学び，豊かな心をもち，粘り強い立中生

～「つなぐ」を深める教育活動の推進～」
２ 校訓 「自立」「不屈」「進取」
３ 学校経営の根幹

人権同和教育を基盤に一人一人を大切にし合う教育の醸成を図る。
４ めざす生徒像 ( )は学校教育目標
・ 持続可能な未来を目指し，主体的に学び考え行動する生徒（主体的な学び：自立）
・ 礼儀正しく思いやりがあり，他と協働する生徒（豊かな心：進取）
・ 心とからだを鍛え，最後までやりとげる生徒 （粘り強さ：不屈）
５ めざす学校像
・ 安全で，美しい教育環境が整っている学校
・ 礼儀を重んじ，活気に満ちた学校
・ 学ぶ・わかる喜びが味わえる学校
・ 仲間と協働し，達成する喜びを味わえる学校
６ めざす教師像
・ 向上心をもち，自ら指導力を高める教師（研修と修養）
・ 情熱と使命感をもち，生徒を愛する教師（プロ意識）
・ 相互に連携・協力して学校運営に参画する教師（協働性・同僚性）
・ 生徒・保護者・地域に信頼され人間性あふれる教師（開かれた学校）
７ めざす保護者像
・ 平日９０分以上の家庭学習の習慣化（見届け）を図る保護者
・ 「早寝・早起き・朝ごはん」とあいさつを実践させる保護者
・ 学校と協力し，ＰＴＡ活動に積極的に参加する保護者

今年一年思うように学校教育活動ができなかった面もありましたが，制約のある中で，全員
で知恵をしぼって一生懸命取り組んできました。
来年度も生活リズムと確かな学力を身に付けた生徒の育成をめざし，立中らしさを発揮でき

る学校づくりに取り組みたいと思います。保護者並びに地域の皆様のご理解とご協力をよろし
くお願いします。

令和２年度鹿児島学習定着度調査 ― １月実施 １・２年生対象 ―

１日(月) １年平和学習（知覧特攻平和会館訪問） 13日(土) 土曜授業
３日(水) 青少年育成地域懇談会(立神小) 15日(月) 卒業式予行，卒業式準備，青パトの日
８日(月) 公立高等学校入試事前指導 16日(火) 第２７回卒業式
９日(火) 公立高校入試（１日目） 17日(水) 公立高校合格発表

２年クラスマッチ 19日(金) 市民あいさつ運動（立神中）
10日(水) 公立高校入試（２日目） 24日(水) 公立高校第二次選抜

１年クラスマッチ 25日(木) 修了式
11日(木) ３年クラスマッチ 26日(金) 辞任式（９：００～）

※ 4/6(火) 始業式，入学式

人権擁護委員の牛山好治さんから，ブラジルの国木「イペー」の苗木をいただいたことをきっかけに，

牛山さんが枕崎とブラジルの縁について教えてくださいました。

多くの農業移民のブラジルへの入植が始まったのは明治41年。県の記録によると，昭和15年までに5297

人が移民され，その移民が一番多かったのが枕崎で，679人の方々

が入植されたそうです。両国には，「ブラジル枕崎会」「枕崎ブラジ

ル会」が結成され，平成元年９月１日の枕崎市制40周年記念式典で

「枕崎ふるさと交流会」が枕崎港で開催されたときには，86人の方

がブラジルから参加され，大勢の枕崎市民との交歓が行われたそう

です。その際に「ブラジル枕崎会」からイペーの苗木が市に寄贈さ

れその苗が数代にわたり市内数か所で花を咲かせ，移民の思いを今

もつないでいるということでした。

イペーの苗木は，学校南側の道路沿いの斜面（テニスコート横）

に植樹しました。右の写真のように鮮やかな黄色い花をたくさん咲

かせてくれることを心待ちにしています。

ブラジルの国木「イペー」 ～ブラジル移民と枕崎～

参考写真：「イペー」花期は５月頃
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〔速報値〕 教科は，学習内容が定
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いては，指導方法の改

〔速報値〕 善が必要となります。

学校では，学力向上に向けた取組のさらなる充実に向けて，全教科において分析を行い，指導方法改

善に取り組んでいます。また，生徒質問紙の回答から一人一人の学習の状況，学習に対する意欲や態度

についても実態を把握して，指導に生かすようにしています。

さらに，どのようにすれば家庭学習の充実を図れるかの分析も行い、授業内容と連動した家庭学習を

課題として出すことで，より効果的に復習や予習に取り組んだり，課題を自主的に選択して家庭学習に

取り組むことができる生徒の育成を目指していきます。このような自立的な家庭学習は，今後ますます

必要になってくると考えています。 ※上記の県の通過率の数値は，現時点での速報値です。


